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　「いわきおどり」をはじめ、いわきの夏を
彩る夏まつりの季節となりました。
　そのような中、今月９日には本市観光の起
爆剤となる可能性を秘めた、復興サイクリン
グロード「いわき七浜海道」の一部開通式を
三崎公園において開催します。
　このロードは、震災の復旧・復興事業とし
て建設された防潮堤の管理用通路などを活用
し、サイクリングロードを整備してはどうか

という市民の方からの提案が、平成26年８月
１日の地元紙に掲載されたことがきっかけと
なり、平成10年度策定のいわき市自転車道路
網整備計画に位置付けられていた海岸線ルー
トとして、国・県の協力をいただきながら整
備するものです。総延長は53kmとなりますが、
本年度はその一部となる勿来の関公園から三
崎公園までが開通し、来年度には久之浜防災
緑地まで全線開通する予定です。
　国・県においては、自転車活用推進法に基
づき、自転車を活用したまちづくりや、健康
増進、観光振興を進めていますので、本市と
してもこれを好機と捉えて「瀬戸内しまなみ
海道」のように、国内外から多くのサイクリ
ストを呼び込める、サイクリングロードとな
るよう発信してまいります。

こんにちは 市長室からこんにちは 市長室から

いわき市長　清 水 敏 男

『いわき七浜海道』
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土
地
改
良
で
消
え
た
条
里
制
の
痕
跡

　地
名
に
は
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
ヒ
ン
ト

が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
各
所
の
地
名
に

ま
つ
わ
る
由
来
な
ど
を
紹
介
し
「
い
わ
き
」

の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

　戸
田
地
区
は
四
倉
市
街
地
の
西
方
に
位
置
し
、

仁
井
田
川
が
袖
玉
山
川
と
白
岩
川
を
引
き
入
れ

る
地
点
付
近
の
右
岸
、
沖
積
平
野
が
大
き
く
広

が
る
地
域
で
す
。
こ
の
地
域
で
は
、
古
代
か
ら

中
世
に
か
け
て
開
発
が
進
み
、
標
高
五
か
ら
六

メ
ー
ト
ル
の
低
地
に
、
八
世
紀
以
降
強
力
に
推

し
進
め
ら
れ
た
条
里
制
（
土
地
を
東
西
と
南
北

に
一
定
の
間
隔
に
引
い
た
線
で
区
切
る
区
画
制

度
）
遺
構
が
残
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　隣
接
す
る
大
字
長
友
で
は
明
治
時
代
に
耕
地

整
理
が
行
わ
れ
、
条
里
制
は
消
失
し
ま
し
た
が
、

大
字
戸
田
で
は
豊
か
な
農
業
環
境
を
背
景
に
、

古
来
の
土
地
割
が
引
き
継
が
れ
、
稲
作
栽
培
や

キ
ク
の
露
地
栽
培
な
ど
を
主
体
と
し
た
農
業
が

昭
和
三
十
年
代
ま
で
連
綿
と
続
き
ま
し
た
。

 

そ
れ
で
も
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
、

飛
び
地
の
解
消
や
小
規
模
字
名
の
統
合
、
字
境

不
明
瞭
な
区
域
の
確
定
な
ど
を
図
る
た
め
、
国

土
調
査
事
業
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
飛

び
地
は
解
消
さ
れ
、
小
さ
な
飛
び
地
で
あ
っ
た

戸
田
字
戸
田
と
い
う
字
名
は
消
失
し
ま
し
た
。

 

時
代
を
経
て
、
長
友
地
区
に
お
い
て
耕
地
整

理
の
不
備
を
是
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
耕
地
の
均
一
化
・
集
団
化
・
大
規
模
化
を

目
指
す
戸
田
地
区
と
一
体
的
に
土
地
改
良
事
業

を
行
う
機
運
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
先

立
っ
て
、
戸
田
地
区
で
は
昭
和
六
十
三
（
一
九

八
八
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
条
里
制
遺
構

な
ど
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

そ
の
後
、
土
地
改
良
事
業
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
戸
田
の
字
名
改
称
は
平
成
四
（
一

九
九
二
）
年
八
月
開
催
の
市
議
会
に
お
い
て
承

認
さ
れ
、
一
部
の
字
名
が
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

（
い
わ
き
地
域
学
會
　小
宅
幸
一
）

※

い
わ
き
市
内
の
昔
の
写
真
を
お
持
ち
で
、
提

　供
い
た
だ
け
る
方
は
、
ふ
る
さ
と
発
信
課

　（
☎
22
・
７
５
０
３
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
で
た
ま
や
ま
が
わ

なな はま かい どう

なな はま かい どう

こ
ん  

せ
き

仁井田川右岸、条里制の残る戸田地区
の中央部分で行われた発掘調査〔平成
元年（1989）『戸田条里制遺跡－いわ
き市埋蔵文化財調査報告』第29冊〕

地
名
の
中
の

　
　﹁
い
わ
き
﹂

地
名
の
中
の

　
　﹁
い
わ
き
﹂

も
た
ち
に
対
す
る
大
人
の
責
務
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を
子
ど
も
た
ち

に
さ
せ
る
こ
と
で
、
重
大
な
事
故
を
防
ぐ

手
助
け
に
な
れ
ば
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　活
動
に
対
す
る
思
い
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　夏
井
川
の
水
質
は
現
状
で
も
悪
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
さ
ら
に
改
善
で
き
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
生
活
排
水
の
適
正
な
出
し
方

な
ど
は
定
着
し
て
き
ま
し
た
が
、
広
報
活

動
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
治
水
や
利
水
、

河
川
環
境
の
向
上
は
、
行
政
に
任
せ
る
だ

け
で
な
く
、
行
政
と
協
力
し
な
が
ら
、
流

域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
長
年
の
活
動

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、
若
い
世

代
へ
の
引
き
継
ぎ
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
　活
動
を
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　川
の
除
草
や
清
掃
活
動
、
川
と
の
触
れ

合
い
を
目
的
と
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
川

下
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
川
の
水

質
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
流
域
一
斉
水

質
調
査
で
は
、
夏
井
川
本
川
と
主
要
な
支

川
の
二
十
七
カ
所
で
一
斉
に
河
川
水
を
採

取
・
分
析
し
ま
す
。
こ
の
調
査
に
よ
り
、

汚
れ
が
発
生
す
る
地
点
や
原
因
な
ど
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
小
学
校
な
ど
で
水
生
生
物
や
水

質
調
査
に
関
す
る
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。

事
前
に
除
草
や
清
掃
を
行
い
、
足
場
や
水

質
な
ど
の
安
全
性
に
配
慮
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は
川
で
遊
ぶ

機
会
が
少
な
い
の
で
、
最
初
は
怖
が
り
ま

す
が
、
す
ぐ
に
慣
れ
、
と
て
も
楽
し
ん
で

く
れ
ま
す
。
川
の
楽
し
さ
や
怖
さ
を
肌
で

感
じ
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
る
の
が
子
ど

Ｑ
　設
立
し
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

　県
が
夏
井
川
水
系
河
川
整
備
計
画
の
策

定
を
進
め
る
中
で
、
行
政
が
提
案
す
る
計

画
に
流
域
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
夏
井
川
水
系
流
域
協
議
会
が
発
足
し

ま
し
た
。
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
協
議
会

は
解
散
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
の
中
で
得
た
知
見
を
広
く
流
域
住
民

と
共
有
し
、
流
域
住
民
の
立
場
か
ら
夏
井

川
が
抱
え
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て

い
こ
う
と
い
う
思
い
か
ら
、
平
成
十
二
年

九
月
に
市
内
の
夏
井
川
流
域
の
住
民
た
ち

と
夏
井
川
流
域
住
民
に
よ
る
川
づ
く
り
連

絡
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　夏
井
川
は
、
流
域
人
口
が
約
十
五
万
人

に
及
ぶ
生
活
に
密
着
し
た
川
で
す
。
私
た

ち
は
こ
の
親
し
み
の
あ
る
夏
井
川
が
、
よ

り
き
れ
い
な
川
に
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
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橋本孝一さん
　夏井川流域住民による川づくり連
絡会代表世話人。流域一斉水質調査
など市域を越えて、夏井川流域全体
の環境保全活動を行っている。

市
民
の
ひ
ろ
ば

全国的にも珍しい流域一斉水質調査を行う
参加者

夏井川流域の小学校で実施している水環境
学習支援講座

みんなに親しまれ
　　　大切にされる夏井川に


